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Ｌ2 Ｌ3 Ｌ4 Ｌ5

凡例

【ＯＩＤ】組織改革と展開

トップマネジメント

【ＰＰＱＡ】
プロセスと
成果物の
品質保証

【ＲＤ】要件開発
【ＴＳ】技術解

【ＰＩ】成果物統合
【ＶＥＲ】検証

【ＶＡＬ】妥当性確認

【ＯＰＦ】組織プロセス重視

【ＯＰＤ】組織プロセス定義

【ＯＴ】組織トレーニング

【ＩＰＭ】統合プロジェクト管理

【ＯＰＰ】組織プロセス実績

【ＰＰ】
プロジェクト
計画策定

【ＰＭＣ】プロジェクトの監視と制御

【ＱＰＭ】定量的プロジェクト管理 【ＣＡＲ】
原因分析
と解決【ＭＡ】測定と分析

【ＲＳＫＭ】リスク管理
【ＤＡＲ】決定分析と解決

【ＲＥＱＭ】要件管理
【ＣＭ】構成管理

【ＳＡＭ】供給者合意管理
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プロジェクトの活動

要件の理解（ＳＰ１．１）

関係者のコミット（ＳＰ１．２）

変更の管理（ＳＰ１．３）

トレーサビリティの維持（ＳＰ１．４）

不整合の特定（ＳＰ１．５）
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ＳＰＩ現場ノウハウ分科会の活動と成果紹介 

１．分科会活動の趣旨 

３．成果物の紹介 

（１） 目的 
 

 本分科会では、プロセス改善活動（ＳＰＩ）を推進する各社メンバが、  
 ＣＭＭＩを活用する上での悩み／課題／対応方法を共有し、 
 組織にとってより良いプロセスの実装方法を追求している。 
 

（２） 背景（悩み／課題と、それらへの対応） 
 

 ・各社各様にＣＭＭＩの解釈が進み、偏りや固定的な発想が出ている  
    『暗黙知の理解』 : プラクティスの解釈を議論し、あるべき姿を整理 
 

 ・プロセス実装事例を知る場が少なく、実装が正しいか自信を持てない 
    『形式知化』 : プラクティス毎の実装方法を議論し、ノウハウを整理 
 

 ・分科会メンバだけでなく、広く成果を共有しＳＰＩ発展に寄与したい 
    『情報発信』 : ハンドブックに纏め、ＪＡＳＰＩＣ内会員企業で共有 
 

『ＳＰＩ現場ノウハウ活用ハンドブック』の特徴と狙い 
 ・現場のリーダーが理解しやすいように、組織・プロジェクトのＰＤＣＡと関連付けて、プラクティスの解釈やプロセスの実装例を整理 
     プロマネ／プロジェクトリーダーにＣＭＭＩベースの組織プロセス資産を使いこなしてもらう 
 ・ＰＤＣＡサイクルを効率的にまわすため、「プロセスエリア間のＰＤＣＡ」 「固有プラクティスのＰＤＣＡ」を明確化 
     プロセスエリア間の連携を知る事で、統合的なマネージメントを意識してもらう 
 ・各プロセスの実装を容易にするため、固有プラクティス毎に 「実践的解釈」／ 「実装例」 を整理 
     プロセス構築時やプロセス実行時のヒントにしてもらう 

 プロセスエリア間のＰＤＣＡ 

◎ハンドブック対応済プロセスエリア （ＣＭＭＩ Ｖ１．２） 
 

 レベル２：要件管理、プロジェクト計画策定、プロジェクトの監視と制御、測定と分析、 
       構成管理、プロセスと成果物の品質保証 
 レベル３：要件定義、リスク管理、統合プロジェクト管理 
 レベル４：定量的プロジェクト管理、組織プロセス実績   すべての共通ゴール含む 

あなたも一緒にＳＰＩを楽しみませんか！ 
是非ＪＡＳＰＩＣ（http://www.jaspic.org/）へご参加ください。 

２．活動の概要 

（１） 参加メンバ 
 ・ 参加資格 ：ＪＡＳＰＩＣ研究員 
 ・ メンバ構成：現場経験やプロセス改善の経験があるメンバ 
          現メンバ数１２名 
 

（２） 毎年の活動 
 ・ テーマとなるプロセス領域を選定 
 ・ 月１回、半日程度の会合 
 実装面からのプラクティス解釈 
 あるべき姿と現実の意見交換 

 ・ 合宿による集中討議（１～２回／年） 
 ケーススタディ、成果のまとめ 

 

（３） 成果 
 現場のリーダーがいつでも参照できるよう冊子化し、ＪＡＳＰＩＣ内に公開 
     『ＳＰＩ現場ノウハウ活用ハンドブック （１８４ページ）』 

※ＣＭＭＩ   は米国に於けるＣａｒｎｅｇｉｅ Ｍｅｌｌｏｎ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙの登録商標です 

固有プラクティスのＰＤＣＡ 

 「実装的解釈」／「実装例」  

老舗の暖簾を守り続けて 
今年で１２年目！ 
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